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新聞で見る少年の 暴力事件

井戸平八 郎 （愛知淑徳短期大学）

1，　 は じめ に

　少確に よ る慕件が世間 で 騒がれ て き た そ の 理 由 の 一

つ は マ ス コ ミ の 報道 に ある こ と は 餅うまで もな い 。次

に 、非行 と犯罪 の ボーダ レ ス 化 した内容 の
．
tg件が数多

く起きて い る と い う こ と。第
：

こに 大人の 視点か ら，堋

解 しに くい 事件 が 危機感を 作り出 しでい る こ とな どた

よ る 。 そ こ で 、そ の 現象を考察 して 見る こ と に す る 。

2．　取 り 上 げた事件 　，

　主 として 1φsb （昭和 63）年以降 1998 （平成 10）年

の間の 暴力に よ る 少年事件 を中日新聞 に掲載された紀

二事。 80 年の 金1萬バ ッ トに よる両親殺 ll判 F件、884「「の 女

子 高校樵 40 日 悶 lll左禁殺入 コ ン ク リ
ート誘め事件、88

年の ア ベ ッ ク殺人事件 93年 【月 の 山ヲ彫県 マ ッ ト死事件、

97年 1月 の 神戸連統殺人事件，98 （平成 且O）年 ！月 の

栃木県黒磯の 女子 教諭刺殺事件な ど注 目すべ き事件 に

つ い て は他 の 新1坩、遡 閲罅 ，月 間雑誌などの 紀事 を 参

考に す る 。

更 に、静岡県、全照 の 統計 、 犯罪、非行に関する図 雷

を参考 に す る。また教護院 （自立援助施設） 入 所 の 那

例 も 参考 と す る 。

3 ．少年事件 の 流れ　　 「凶悪 ・粗暴な非行 j

　 1996 （
、1｛成 8）年に凶悪 犯 （殺人、強盗 、 放火及 び

強姦）で補導さ れ た 刑 法犯少年は 1，496 人 「前年比 205

人 （15．9％ ）増」 で S991　 q4成 3） 年 以 降 増 力口傾 向 が

絖 い て い る。罪種別 で は強姦を除き い．ず れ も増加 した

が、なかで も強盗が 大幅 に 増加 し、1989 （平成元） 年

以降増加傾1向が続 い て お りグル
ープで短絡的に 重大事

件を引き起 こ す傾向が 見
．
られ る 。 ま た ，粗 暴犯 で禰導

し た 刑法犯少年は 15，568人 「前年比 119 人 （0．8 ％）増 」

で 、罪種別 で は傷害と恐喝が増加 してお り，なか で も、

恐喝が 5年巡続増加 して い る。

　 学識別 に み る と、特 に 高校生 の 事犯 の 増加が顕著 で

1992 （平成 4 ）年と 比 ぺ 強盗が約 2．2 倍、恐喝 が 約 L9

倍 に 急増 して い る。

　（・s「t・　P｝戈9tr ．　j践瞥娯 rl「！．Fよ り）

ま た、警察庁 に よ ると

・殺人や強盗な ど凶悪犯罪 （未遂を含む） を引き起 こ

して摘発された少年 （14 才以 L20 才乗満）は 1997 （
LIL

成 9）年 1 月 〜 11 月 で 2，085 人 （i6年 ぶ D．に 2，000 人

突破）

　　 《同庁 は 『戦 後 第 4 の 上 昇期 』 と位 置付 け＞＞

・強盗が 前イド［司期比 58．2％ ±Shlの i535 人 と急増そ の う

ち高校生 453 人、中学 生 L81人 （増加率高校 鯤 4i．1％、

中学生 86，6％〉 ・摘発 さ れ た 少年 1，8；d人 の うち非行

歴 の な か っ た 少年は約半数 の 900 人。　 1聯岡県僻 に よ

ると 1997 （平成 9）イP　1年 llUで は 凶悪犯 罪 に よる検挙、

補導され た 少年 59 人 （前年 と同 じ）の う ち 強盗事件 36

人。

　 ⇒ 「以 上 1998 （平成 10）年 2 月 2 日の 1
』
Plヨ新聞 よ り 」

4． 10 年 間 の 暴 力 に よ る 少年事 件が示 す も の は ？

　1988（昭 和 63）年〜1998（平成 10）年め問 の r］f件 （1980

「昭和 5」 年の 事例を含 む ） 97 件 に つ い て 。

（1＞殺 意に つ い て

　全体と して，結果は死 に 至 っ て も 翌 らな くて も殺意

を抱 き計画的 に行動した 者が半数近く （4α 2％）で あ

り、あとの 半数 （56．7e／， ）が流れ の 中で 殺意を 抱 い た

り、カ ッ とな っ て 犯行 に 及 ん で い る 。

　友人関係の トラ ブル は 15件 （【5．5％ ）だが、小 さな．

m 論か ら発作的に殺寓 した の はそ の うち 7 件。そ の 他

ホ
ー

ム レ ス、障害者 （言藁 の 不 不 ド1由 な） ，老人、通

行人な どの 弱者を計画 的に集団 で 襲撃したケー
スが多

く （38 件 39。2％ ）見 られる。

〈2） 動機 ・t：1的に つ い て

　  始 めか ら殺害 を意図した も の 19件 、 発作的に殺害

した も の 9 件あわせ て 28 件 （未遂 2 件 を含む）で 97

件中 2＆ 9％ だ が 、殺害 した ケ
ー

ス 47 件中で は 26 件

　（55、3％ ） と 半数を超え て い る。

　  暴行を目的ど した結果殺害は 47件中 ロ 件

　   死 に 至 ら なか っ たが 、 強盗、恐喝 17 件 （33．3％ ）
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の 中 に は動機が金銭 ・物欲 しさで あ っ て も、被審者 の

生死 に は

　 無 関 心 （邪 魔 な ら殺す）。ま た、暴行 、需 い が か り、

喧嘩 に お い て も簡単 に傷害致死 に 及 ん で い る。

　   通 り魔 」靴1・2 件、麦茶に 毒物混人 1件 で は加害 者

の 遊戯的な 満足感が感 じら れ る e 更 に 猥褻雑 1誌欲 しさ

に 殺害 した り、巾学の 卒業式前日に 恋人 が 式に出 る と

誰 か に 取 ら れ る の を 恐 れ て 殺 轡 し た ケース もある 。

　   1993 （’iえ成 5）年の lilH彡県新∫li市 立明愉 1れ学 で 起

きた マ ッ ト死事件は い じめ によるも の か、
’iPtI5t死か 事

実認定が 難 し く、裁 判 の 在 り方 、少年法 に つ い て 問 わ

れ て い る。 こ れ は学校の管理体制が 問われ る点 で も あ

る。

　  精神異常 に 起因す ると考え られ る 3 ケ ース に っ い

て は 現 代社会の 心 の 深 い 点 で の 問題を投 げか けて い る。

（3 ） 被害 者 と の 関係

被害者 （97 件）が親な ど親族 11 件 （n ．3％ ） 、 友入 ・

恋入は 27 件 （27．8％）、
．
ド級 tk　2 件 （2．1％）、知 人

12 件 （】2．4 ％ ） 、見 知 ら ぬ 人 31 件 （32．0％ ）教師 5 件

（5．2 ％ ）な どと な っ て い る 。

　 そ の 他 世話 に な っ て い た人 、 障害者、rk−一ム レ ス 、　 O

L 、 讐富、先輩などがある。また、強盗事件で 郵便局、

銀 行 、駐 在 所 な ど に 押 し入 っ て い る ケース もあ る 。

（4 ）凶器 お よ び 残虐 さ に つ い て

・
刃物 （ナ イ フ、包丁） に よる も の は ゴ9 件 （40．2％ 〉

あ る が そ の う ち、ナイ フ は 20 件 （20、6％ ）、包丁 は 17

件 （且7．5％） 、不 明 1 件と な っ て い る。物 で 殴 っ て い

る ケ
ー

ス で は、欽 パ イ プ、ハ ン マ 、木刀 、 ス パ ナ、金

属 バ ッ トな ど様々 だが 、鉈や ス コ ッ プ で 数十 回切 り つ

け た も の、重 さ 13 キ ロ の 石で 何度 もぶつ けた り、69

才 の 老 人をブーツ で 踏み つ け内臓器損傷 に 至 る ケ
ー

ス

な ど が あ る。ま た、汁な ど を絞め た もの に 素 rFに よ る

も の は 4 ケ
ー

ス あ る が、い ずれ も老 人か女性 とい う弱

昔。ベ ル ト、ロ ーブ、紐 な ど で 絞 め た もの の ：lrで は 1988

（昭 和 63）年 2 月 の アベ ッ ク殺 人禦 件があ る 。
f命乞

い ずる 被 害者 を長時 間 死 の 恐怖 に 晒 し 殺害 」 （1990

「平成 2」 年の朝日新聞） e そ の うえ 厂綱引きだ ぜ 」

と 首 を絞め、生死 を確か め な が らf可度も引 い て い る 。

　そ の他暴行、殺害の 経過 を見 て い くとか な り残虐な

票件 も見 ら れ る。と り わけ 80 年 の 金属 バ ッ トに よ る 両

親殺害事件、88 年1阿親 ・祖母殺審事件 、 llll年女・’r・高校

生 40 日間監禁殺害 コ ンクリ
ー

ト言1｝iめ事件、93 年 lll形

県 の マ ッ ト死 事件、97 年神戸連絨殺傷 ！f「｛牛な どは極め

て 残 11辱な 少年事件 と して マ ス コ ミ で 騒 が れ た 。

（5 ） 加害 者 と 被 霧 者 の 人数

　加害者が 1人 に 対 して 被告：者が 1人 の ケ ース は 97件
ll145 件 （46．4 ％ ）、加 害者が複数 に 対 して被樽者が 1

人 の ケース は 97 件中 36 件 （37．1“
／e ）と共に 半数近く

を 占 め て い る。前者 の 加 害 理 由 は 様 々 だが 、後 者の 加

害理 由で はケ ラ チ ョ 狩 り、お や じ狩 りなど退川 し の ぎ

の い た ずらか ら，暴走族 グ ル ープ や 同級 生な どによ る

い い がか り、恐喝、暴行な どが多い。また、い じめ に

よ る も の で は マ ッ ト レ ス 死事件、1994 （平成 6）年に

起 き た 愛知県 西 尾 市 の 大河 内消輝 君白殺 の 事件な ど が

あ る が 、い じ め に よ る 暴行 、恐喝、自殺な どは かな り

多くの 数 に の ぼる と思われ る。今四 は収 り Lげて い な

い e5

．考察

（1）親子葛藤か らの 殺害

（2）欲 望の ま ま に 行動 して 殺害

（3）短絡的な 爨力行為 に よ る 事件

（4） 抑圧 された心的 エ ネ ル ギ
ー

の 処理 として

（5）退屈が暴力事件へ と

（6） 空想 と現実の 間 で

（7）精神異常 に起因 す る と 思 わ れ る殺害 。

蠡 聯 擲 藕 、董黔雛 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 n

　現代少年非行 （万引 き な ど の 窃盗、性非行 も 含 め ）

の 根は深 く、複雑で あ る 。 普通 → 非行蒔 犯罪とボーダ

レ ス 化 し て い る現象 の 中 で 少年 肇件を見 る と 「退屬 亅

が 多様 な 非行を産ん で い る 。そ の 原 因を慎 重 に 分析 検

討す る 必．要が あ る。ERedl が Contrel　from　within と 評

う よ うに事件の多く は 無意識の底に あ る もの に よ る 感

情 の 歪み を考 える こ とが解決 の
・
歩 と iS え る 。

佐瀬 　稔氏が言 っ た 「こ の荒涼の風景は ， 自分たちが

作 っ た も の だ 」 は 単 純な 「管理 」 で は 解決 で き な い 。

現 象だけで 安易 に 「管理 」　（力） を考え ヒ ッ トラーや

束条英機を 再龍させ る こ と を 私 は最 も恐れる。
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